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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

○ 4 7 1 2 0 4 4 8 0 3 2 1

○ 5 15 0 7 1 1 5 12 2 2 2 1

6 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0

○ 7 6 0 3 0 4 7 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 ○ 8 4 0 2 0 1

9 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 ○ 11 2 0 1 0 0

12 2 0 1 0 0 12 3 1 0 0 0

○ 13 15 1 6 0 3 ○ 13 18 2 5 2 3

◎ 14 5 1 1 0 4 ◎ 14 6 0 0 6 2

15 2 0 1 0 3 ○ 15 10 0 4 2 2

16 16

17 17

18 18

52 3 21 1 63 5 17 14

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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 準決勝好カードの試合は、福大大濠が最後まで追いすがる延岡学園に勝利し決勝に駒を進めた。第１P、福大大濠は硬

さが見られたが、延岡学園は#13渡辺のリバウンドや速攻が決まる。福大大濠#5西田がシュートブロックすれば延岡学園

#14榎田がやり返す。第１P残り１分、延岡学園がタイムアウトを取るも福大大濠#8青木のミドルシュートで17-6で終了。第

2P,お互い激しいディフェンスから一進一退の攻防が続く中、延岡学園#13渡辺がミドルシュート、3Pシュートを決め点差を縮

める。残り５分、２分に福大大濠がタイムアウトを要求、選手は落ち着きを取り戻し冷静に試合を進める。変わって入った福

大大濠#12土家が3Pシュートを沈め28-19、9点リードで折り返す。第3P,延岡学園#13渡辺、#14榎田のシュートで点差が

徐々に縮まる。終了間際#13渡辺の3Pシュートが決まり33-31、2点差まで延岡学園が追い上げる。第4P、ゴール下で福大

大濠#15井上がシュートを決めれば、負けじと延岡学園#5MAMADOUがゴール下を決め一人気を吐き、点差が５点。残り３

分福大大濠タイムアウトを要求、福大大濠#13渡嘉敷が3Pシュートを沈め、延岡学園もタイムアウトを取り、ゾーンプレスを

敷く。しかし点差が縮まらずファールゲームをするも福大大濠はフリースローを確実に決め63-52で延岡学園を退けた。 
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